
北海道における気象災害リスク
と防災気象情報

北海道大学地球惑星科学集中講義
札幌管区気象台 室井ちあし



Å頻発する自然災害～災害リスク

ï土砂災害、局地的大雨

ï地球温暖化

Å防災気象情報

ï進化する天気予報

ï近年の防災気象情報の改善

Åおわりに～防災力を高めるために

ï自助・共助・公助

ï大学、学会等との連携

本日お話する内容
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頻発する自然災害
～災害リスク～
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─ ⌂

（H25.8.30特別警報の運用開始）

○H25.9 台風第18号 京都・滋賀・福井に大雨特別警報

◆H25.10 伊豆大島の大雨 （台風26号：死者・行方不明者39人）

◆H26.2  関東甲信地方の大雪 （発達した低気圧）

◇H25.11台風第30号 （フィリピン：死者・行方不明者7千人超）

○H26.7.7- 9 台風第8号 沖縄に台風特別警報、大雨特別警報

◆H26.8.20 広島土砂災害 （前線・暖湿気流：死者74人）

◆H26.8.24 礼文町土砂災害 （上空に寒気を伴う低気圧：死者2人）

○H26.8.9 台風第11号 三重に大雨特別警報

○H26.9.11 北海道に大雨特別警報 (上空に寒気を伴う低気圧）

◆H26.12.17- 18 北海道で暴風雪・高潮（発達した低気圧）
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「新たなステージに対応した防災・減災のあり方に関する懇談会」設置



8月17日
石川県羽咋市

土砂災害：死者1

8月17日
兵庫県丹波市

土砂災害：死者1

8月16日
兵庫県川西市

川に流され、死者1

8月20日
広島市

土砂災害：死者72

8月24日
北海道礼文町

土砂災害：死者2

7月9日
福島県郡山市
池転落：死者1

7月9日
長野県南木曽町
土砂災害：死者1

7月10日
愛媛県西予市

水路転落：死者1

8月6日
山口県岩国市

土砂災害：死者2

8月3日
徳島県美馬市

川に流され、死者1
8月22日

福岡県志免町
川に流され、死者1

8月16日
京都市

川転落：死者1
8月6日

島根県奥出雲町
川に流され、死者1

Ẏ ὡ ₳ 26₴
（消防庁HP「災害情報一覧」で死者1人以上の事例）
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一の宮町手野付近の土砂災害 阿蘇市狩尾付近 黒川流域の水害

７月12日未明から朝にかけて、熊本県阿蘇市では1時間に80mm以上の
猛烈な雨が４時間にわたって降り続いた。

阿蘇地域（阿蘇市、高森町、南阿蘇村）では土石流や崖崩れが多発し、
死者23人、行方不明2人を出す災害となった。

₳ 24₴7 ˉ″Ӕ

阿蘇地域で土砂災害により死亡・行方不明25人
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10月16日の未明から朝にかけて、伊豆大島では局所的に１時間80ミリ以上の猛烈な

雨が４時間（９月の１ヶ月分の雨量に相当）続き、日雨量824ミリの記録的大雨となった。

島内では大規模な土石流などが多発し、死者36人、行方不明3人を出す災害となった。

₳ 25₴ְ 26ֵ

伊豆大島で土砂災害により死亡・行方不明39人

元町地区の土砂災害
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₳ ₴ⅎῬ ᶽ ὡᶽ
・山腹、川底の石や土砂が、長雨や集中豪雨などに
よって一気に下流へと押し流される現象

・時速20〜40kmという速度で一瞬のうちに人家や畑な
どを壊滅させてしまう（国交省砂防部HPより）

平成26年８月豪雨による広島市安佐南区八木の被害 8

http://www.jma.go.jp/jma/
http://www.jma.go.jp/jma/


礼文町 土砂崩れによる家屋の全壊
（稚内地方気象台撮影）

平成26年8月23日～24日
礼文町と利尻富士町で50年に一度の記録的な大雨

23日から24日にかけての48時間雨量は、礼文町香深で207.5ミリ。
2003年10月の観測以降第1位。以前は134ミリ（2007年8月3日）が１
位。礼文町で土砂崩れで２名の方が亡くなりました。
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平成26年9月11日
石狩・空知地方と胆振地方で大雨特別警報を発表

北海道開発局 H26.10.8 お知らせ 札幌開発建設部管内の国道の通行止めについて（第１０報：最終）より

＜国道４５３号の被害状況＞

北海道の西海上に低気圧が停滞し、北海道の上空約5700メートルに
氷点下18度以下の寒気が流入、大気の状態が非常に不安定となった。
石狩・空知地方と胆振地方で数十年に一度の記録的な大雨となり特
別警報を発表、2日間の総雨量は千歳市支笏湖畔で333.5ミリ、白老
町森野で264.5ミリを観測した。
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石狩･空知・胆振地方に
大雨特別警報を発表
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レーダー画像１０日１７時～１１日１３時
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実況経過とモデル予想

衛星水蒸気画像

解析雨量

地上天気図

モデル予想

MSM21時間予報 MSM9時間予報 LFM9時間予報



1月31日21時1月24日3時 2月15日9時

2月27日21時 3月2日15時 3月4日21時 3月11日3時

根室市厚床

2月9日3時
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2014年 2015年
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温
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北海道の過去の気象災害

前線+台風=北海道での大雨典型ﾊﾟﾀｰﾝ
北海道上に前線が停滞。関東南東海上の台風第12号から暖かく湿った空気が

流入し、長時間に渡って前線が活発化し大雨となった。石狩川流域で大規模な氾
濫発生。道内の死者8名、負傷者14名。被害総額約2700億円。

8月3日～6日にかけての総雨量分布

地上天気図 8月4日21時

｢56水害｣昭和56年(1981年)8月3日～6日
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北海道周辺の大地震
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火山噴火
Å 十勝岳（標高2,077ｍ）と大雪山（旭岳：標高2,291ｍ）の２つの活火山。

Å 現在は両火山ともおおむね静穏（「平常」）だが、特に、十勝岳はこれまでも活
発な噴火活動を繰り返しており、近い将来に起こり得る噴火に備える。

Å 十勝岳の主な噴火：1926年（融雪型火山泥流：死者・行方不明144名、負傷者
約200名）、1962年（噴石：死者５名、負傷者11名）、1988～1989年。

昭和６３年１２月２５日の
十勝岳噴火15 19



北海道の災害リスクのまとめ
Å 台風や猛烈に発達した低気圧 （複合災害）：北海道への台風接近は８・９月に多い

大雨（土砂災害・浸水害）、洪水、雷、暴風、竜巻等、高潮・高波（冬期は大雪・暴風雪）

Å 低気圧や前線による大雨 ：大雨は、７～９月（特に８月）に多い

大雨（土砂災害・浸水害）、洪水、雷、竜巻等

Å 集中豪雨（停滞前線、大気不安定など）：短時間強雨は、７～９月に多い

大雨（土砂災害・浸水害）、洪水、雷、竜巻等

Å 発達した積乱雲による局地的大雨（夏の熱的不安定による雷雨など）

急な強い雨（浸水害）、雷、竜巻等：竜巻の発生は９月と１０月に多い

Å 冬の寒波（強い冬型気圧配置、発達した低気圧）

大雪、暴風雪、なだれ、着雪、高波、（落雪事故・雪下ろし事故も）

Å 積雪と春の昇温・降雨

融雪（浸水害、土砂災害、河川の増水、大雨と重なったときの洪水）、なだれ

Å 地震・津波

北海道太平洋沖、日本海沖などを震源とする大地震、それによる津波のおそれ

Å 火山噴火

十勝岳、大雪山の火山活動
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8 20 1

₳ 26₴8 ⅎῬ ͈

8 20 2

8 20 3

平成26年台風第12号に
伴う大雨

平成26年7月30日0時
から8月6日24時までの
期間降水量

平成26年台風第11号に
伴う大雨

平成26年8月7日0時
から8月11日24時までの
期間降水量

( )
1383.0mm

( )  
1081.0mm

平成26年の記録的短時間
大雨情報の発表状況

：平成26年に発表された地域
（発表回数は53）

ⅎῬ⁸ὄ̯ӔӢʢЊ

８月２０日の日最大値
１時間降水量 101.0ミリ
３時間降水量 217.5ミリ

２４時間降水量 257.0ミリ
※いずれも観測史上１位の値を更新

降雨の分布
（気象庁高解像度ナウキャストより）

ֺ᷂ Ẏ

√⌂ (1)



√⌂ (2)

Âアメダスによる1時間降水量50ミリ以上の観測地点は、全国的に広がっている。
特に、最近は、北海道、東北、北陸で観測地点が増えている。

１時間降水量50ミリ以上
の観測地点
（1980～89年の10年
間）

１時間降水量50ミリ以上
の観測地点
（2004～13年の10年間）

約30年

北日本の1時間降水量50ミリ以上の年間発生回数は、21世紀末には
現在の東日本太平洋側並みの多さになる。（地球温暖化予測情報第8巻） 22



住民の命を守るために、主に以下の取り組みが必要

○ 避難を促す状況情報の提供による住民の避難力の向上

○ 避難勧告等の的確な発令のための市町村長への支援

○ 大規模水害時等における広域避難や救助等への備えの充実

国土交通省では、昨年の広島の豪雨をはじめ、近年、雨の降り方が変化していること等を「新たなス

テージ」と捉え、危機感を持って防災・減災対策に取り組んでいく必要があり、今後の検討の方向性に

ついて取りまとめ、平成27年1月に公表した。

気象庁の施策に特に関係する部分（抜粋）

Â 大規模水害等に対し、国、地方公共団体、公益事業者等が連携した、広域避難、救助等に関する

タイムライン（時系列の行動計画）の策定

Â 防災情報と危険の切迫度との関係を分かりやすく整理し、早い段階から時系列で提供

Â 予測が困難な現象に対しては、現在の状況に関する情報の提供

Â 住民が防災情報をより自らに関わる情報として認識できるよう、区域をより細分化した情報の提供

Â 集中豪雨や台風等の観測や予測等に関する技術を向上させるための取り組みを強化

Â 市町村長が避難勧告等の発令に向けた準備を進めるため、防災情報について、早い段階から時

系列で提供

⌐☺כ♥☻⌂√ ⇔√ ה ─№╡
（平成27年1月 国土交通省取りまとめ）
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北海道における気温上昇
（1898～2012年の平均気温偏差）
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）
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全国の１時間降水量５０ｍｍ以上
の８月の観測回数

日本付近の８５０ｈPaの比湿の経
年変化（ゾンデによる観測）

全国的に局地的大雨が増加

増加傾向が現れているが、現
時点で原因は明らかではな
い

ただし、今世紀末までには極
端な降水がより強く、より頻繁
になる可能性が非常に高いと
予測されている

温暖化が進むとなぜ大雨に
が増えるのか？

Ź

大気に含まれる水蒸気が増
えていると見られている

25



─ │ ≥℮⌂╢

積雪・降雪は東日本日本海側を中心に減少する。北海道内陸の一部地域
で積雪・降雪ともに増加する。（H25.3 地球温暖化予測情報第8巻）

異常気象レポート2014 H.27.3 刊行

【コラム②】個々の異常気象と地球温暖化との関係
（EA: Event Attribution）

É近年、雪の降り方も変化

温暖化に伴って、北海道の雪の降り方、
雪の量、雪質が変化する可能性が高くなる。

2015年冬：北海道は暖冬・小雪、道東は大雪・暴風雪

地球温暖化の影響？

年最深積雪と年降雪量の将来予測
(将来気候 －現在気候）
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防災気象情報
～気象庁・気象台の役割～

27



進歩する天気予報

関係機関

報道機関

観測資料

予
報
作
成

実況監視

情報発表

警
報
作
成

▪ⱷ♄☻ כ♄כ꜠

予報作業

予測資料

スーパーコンピュータ

民間気象事業者

国民
（エンドユーザ)

気象庁HP

テレビ、携帯電話、インターネット等

関係機関

報道機関

観測資料

予
報
作
成

実況監視

情報発表

警
報
作
成

▪ⱷ♄☻ כ♄כ꜠

予報作業

予測資料

スーパーコンピュータ

民間気象事業者

国民
（エンドユーザ)

気象庁HP

テレビ、携帯電話、インターネット等
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利用者

─
（顧客

─

ⱴ☻ⱷ♦▫▪

▬fi♃כⱠ♇♩

気象観測データ
気象衛星
気象ﾚｰﾀﾞｰ
ｱﾒﾀﾞｽ
ｳｨﾝﾄﾞﾌﾟﾛﾌｧｲﾗ等

数 値 予 報 資 料

気 象 情 報

特別警報・警報・注意報
土砂災害警戒情報
台風進路予報
降水短時間予報等

地震・津波、火山情報
緊急地震速報、大津波警報・
津波警報・津波注意報
噴火警報・予報等

予報業務許可事業者
・独自の予報を発表
・予報の解説
・情報を加工して提供

その他の
情報
予報の解説
加工した情報

その他の事業者

・独自の予報は不可
・予報の解説
・情報を加工して提供

気象庁が保有する情報

民間気象事業者

気象庁が
保有する

情報

─ (会員)

民間気象事業と気象庁
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竜巻注意情報

竜巻など激しい突風の発生する
危険な気象状況の場合に発表。

京都府竜巻注意情報 第２号
平成２６年７月１９日１３時０６分京都地方気象台発表

京都府は、竜巻などの激しい突風が発生しやすい気象状
況になっています。

空の様子に注意してください。雷や急な風の変化など積乱
雲が近づく兆しがある場合には、頑丈な建物内に移動す
るなど、安全確保に努めてください。
落雷、ひょう、急な強い雨にも注意してください。

この情報は、１９日１４時２０分まで有効です。

台風に関する情報

─ ╛ ─ ⅔╟┘
⌐ ∆╢ ╩ ⁹

特別警報の種類
⁸ ⁸ ⁸ ⁸
⁸

警報の種類
⁸ ⁸ ⁸ ⁸
⁸ ⁸

注意報の種類
⁸ ⁸ ⁸ ⁸
⁸ ⁸ ⁸
⁸ ⁸ ⁸⌂∞╣⁸
⁸ ⁸ ⁸ ⁸

○○県（○○地方）気象情報

警報等を予告、補完する事項または
少雨・低温など注意を喚起すべき
事項を気象情報として発表。

記録的短時間大雨情報

数年に一度程度の短時間の
大雨が観測された場合は、
記録的短時間大雨情報として発表。

大雨警報の基準例（京都市）

平坦地
平坦地以外

1時間に50mm
1時間に60mm

1km格子毎に設定（最低値：112）

雨量基準（主に浸水害を対象）

土壌雨量指数基準（土砂災害を対象）

“３日先まで“の進路及び強さの予報、
”５日先まで“の進路の予報を発表

指定河川洪水予報

河川管理者（国土交通省、都道府県）
と共同し、河川を指定して発表。

土砂災害警戒情報

土砂災害の危険度が非常に高まったと
きに、対象となる市町村を特定して都道
府県と気象庁が共同して発表。

京都府における指定河川洪水予報河川
国（福知山河川国道事務所）と共同発表：

由良川中流、由良川下流
府（京都土木事務所）と共同発表：

淀川水系 鴨川・高野川
府（南丹土木事務所）と共同発表：

淀川水系 桂川中流・園部川

⅍Ǔ ǠȒʺǱ Ḹ

30



平成16年 平成17年 平成18年 平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年

「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドライン」
市町村が行う避難勧告等の判断により適合した内容や

タイミングによる警報等の発表が必要

宮崎、北海道
佐呂間で竜巻

局地的大雨による災害多発、
８月末豪雨

東日本大震災

新燃岳噴火、土砂災害緊急情報

大雨災害における避難のあり方等検討会報告

【平成16年国土交通省政策レビュー】
ü 防災活動の段階に適合した防災気象情

報を発表する。

ü 市町村長の避難勧告等の判断や住民の
避難行動を一層支援する。

ü 土砂災害、洪水に関する警報等の高度
化を図る。

ü 市町村等の行政単位を対象とした警報
等の発表をめざす。

平成18年豪雪

中国・九州北部豪雨、
兵庫県佐用町の水害

気象情報の改善
（短文形式）

竜巻等突風予測
情報改善検討会

高温注意情報開始

市町村警報・注意報

交通政策審議会気象分科会（局地的大雨）

大雨警報等の基準に土壌雨量指数、
流域雨量指数を導入

竜巻注意情報開始

土砂災害警戒情報開始（全国）

突風等短時間予測情報利活用検討会

指定河川洪水予報改善（レベル化）

土砂災害警戒情報開始（鹿児島）

新潟・福島豪雨、福井豪雨、台風10個上陸、風水害死者・行方不明者233人

気象レーダー観測を５分ごとに

5日先まで台風進路予報

特別警報開始

土砂災害への警戒の呼び
かけに関する検討会

防災気象情報の改善
に関する検討会

災害時の避難に関する専門調査会報告

茨城・栃木等竜巻、九州北部豪雨

新潟・福島豪雨、台風第12号

H25.3北海道暴風雪
H25.7- 8特別警報相当大雨
台風第18号で特別警報
台風第26号伊豆大島土砂災害
H26.2関東甲信地方等大雪

₴ǵ ὡǯ Ḹǵ ᵎ

「避難勧告等の判断・伝達マニュア
ル作成ガイドライン」の改定

広
島
土
砂
災
害
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大雨 気象庁の情報

Ẏ Ḹ

Ẏ Ḹ

Ẏ
ѩ Ḹ

約１日程度前
大雨の可能性が
高くなる

半日～数時間前
大雨始まる

数時間前～
２時間程度前

強さ増す

大雨が一層激しくなる

広い範囲で数十年
に一度の大雨

Ẏ Ḹ
・担当職員の連絡態勢確立

・気象情報や雨量の状況を収集

・注意呼びかけ

・警戒すべき区域の巡回

・避難場所の準備・開設

・必要地域に避難準備情報

・応急対応態勢確立

・必要地域に避難勧告

・避難呼びかけ

市町村の対応

・特別警報が発表され非常に
危険な状況であることの住民
への周知

・警報の住民への周知

・必要地域に避難指示

・直ちに最善を尽くして身を守る
よう住民に呼びかけ

気象情報・空の変化に注意

最新の情報に注意して、災害に備えた早めの準備を
雨・風の影響を受けやすい地区・避難困難者は早めの行動！

Å気象情報や外の様子に注意
Å非常用品や避難場所、

避難ルートを確認
Å窓や雨戸など家の外の点検

自治体が発表する避難に関する情報
に注意し、必要に応じ速やかに避難

避難場所へ避難するか、外出することが危険な場合は家の
中で安全な場所にとどまる

₈ ─ ₉╛₈ ─ ₉⁸
₈ ⌐ ⅜ ∂≡™╢ ⌂─⅛
⅛₉⌐╟∫≡₈ ₉─
│ ⌂╡╕∆─≢⁸ ⌂ ⅜
≢∆⁹ ⅛╠ ╩ ╢↓≤⅜≢⅝╢
╩ ⅎ≡⅔⅝╕⇔╞℮⁹

Å周りより低い場所など、危
険箇所を把握
Å避難場所や避難ルート
Åを確かめておく

ただちに命を守る行動をとる！

Point

Point住民の行動

ᶽ

ὡ

Ḹ

Ḹ ҧ ѫ
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ѩ Ḹ

警報の発表基準をはるかに超え、

重大な災害の危険性が

著しく高まっている場合に発表する。

最大限の警戒を呼び掛けるもの。

Ӧ₴ ʝ↓
₡˗
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ϑ↓ ⅍HP

広島市の被災地

刻々と近づいてくる雨雲の様子と１時間先までの予想がわかります。

スマホ版もあります!
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暴風雪災害の防止・軽減に向けた取組み
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おわりに
～防災力を高めるには～
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地域の災害
リスクを知る

平常時 災害時

“情報“をフルに活用
安全確保行動！

地域の防災力をアップし、
住民が自らの判断で的確な行動をとる「風土・文化」の醸成

ЏҞɵВҞɵ Ҟǵ ͜

災害から身を守る
ための知識や意識
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関係機関と連携して実施している防災教育

札幌管区気象台における防災教育の取り組み

《北海道との連携》《報道機関との連携》 《教育機関との連携》

地域の災害
リスクを知る

災害から身を守る
ための知識や意識

ほっかいどう防災教育
協働ネットワーク

北海道地域防災マスター
の認定・育成支援

火山防災を
シリーズで放送

実践的防災教育
推進事業

ＩＴを活用した防災授業

コミュニティーＦＭや
ラジオへの定期出演

防災キャンプ

防災教育懇談会
各種防災訓練への

協力・支援

気象台が独自に実施している防災教育

出前講座 防災講演会 防災研修
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気象予測精度向上のために

Å観測の強化

ïリモートセンシング技術の活用

ïコスト低減が課題

Åコンピュータ能力の向上

ï数値予報の分解能向上にはもっと高速なコン
ピュータが必要

ï消費電力上昇が課題

Å人間の経験力

ï多くの災害経験を次に活かす
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大学、学会等との連携

Å気象予測精度向上のため、最新の知見を速
やかに反映さえていく必要がある

Å社会のニーズは非常に高い

Å気象学会、農業気象学会

Å気象庁からは共同研究、データ・数値モデル
の貸与が可能
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一人一人が、
「守ります 人と自然と この地球」 （自助、共助）

支えます気象台、ともにスクラム組んで （公助）

自ら、隣人、知人

伝えます防災気象情報
「早く、分かりやすく、確実に」 危機感を

ǑȖȑǲ
ὡǒȐ șὃȒǦȈǲ

開発局、道、市町村、報道機関などとともに

έ¢Ƙƛƴƪ ƎƭƻōŀƭƭȅΣ ŀŎǘ locallyέ
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